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（１）第７２号 宮崎地本だより 令和 ５年 ５月

Miyazaki
Provincial Cooperation office

宮崎地本だより
宮 崎

検 索

自衛隊宮崎地方協力本部
https://www.mod.go.jp/pco/miyazaki/
ホームページリニューアルしました！

HP

【国家を守る公務員】自衛官募集中!!

若者が宮崎から全国へ入隊 （久留米駐屯地・えびの駐屯地・都城駐屯地）

宮崎地方協力本部創立68周年記念行事

「
た
ま
ゆ
ら
」
新
年
度
の
ご
挨
拶

（ＭＲＴｍｉｃｃ２階ダイヤモンドホール）

一般功労表彰者

募集功労表彰者

援護功労表彰者

宮崎地方協力本部員記念撮影

万歳三唱記念式典会食 黒子本部長祝辞

自衛隊宮崎地方協力本部は、令和５年２月５日
（日）に創立６８周年記念行事を行いました。今
回、新型コロナウイルス感染症対策の為規模を縮
小し来賓、招待者の参加を頂き３年ぶりに開催す
る事が出来ました。宮崎地本に平素から多大なる
貢献を頂いている協力団体への感謝状贈呈式から
始まり、参列して頂いた方々に本部長から日頃の
協力等への感謝を込めた挨拶の後、宮崎防衛協会
会長である宮崎県知事河野俊嗣氏から祝辞を頂き
ました。祝賀会では、令和４年度を振り返るスラ
イドショーを放映し協力団体関係者と宮崎地本部
員と共に祝賀会を行い、３年ぶりに創立６８周年
の長い歴史において類を見ない状況での開催とな
りました。宮崎地本は地元地方自治体・協力団体
及び関係部隊の協力を受けつつ部員一人一人の経
験と心意気を最大限に活かし地本の業務に邁進し
ていきます。

今年度、宮崎県から約２７０名の若者が北は北海道、南は宮崎の全国の各教育
隊へ入隊及び防衛大学校・高等工科学校等へ入校しました。新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、ご家族の参加が制限される中、令和５年４月８日（土）久
留米駐屯地（１１８教育隊）自衛官候補生、都城駐屯地（第４３普通科連隊）自
衛官候補生、令和５年４月９日（日）えびの駐屯地（第２４普通科連隊）一般候
補生の新隊員の教育入隊式が行われました。新隊員は新品の制服に袖を通し堂々
と入場し、服務の宣誓を力強く読み上げ、これから国防を担う自衛官の一員とし
て第一歩を踏み出しました。

宣誓を読み上げる新隊員（久留米駐屯地）

宣誓を読み上げる新隊員（えびの駐屯地） 宣誓を読み上げる新隊員（都城駐屯地）

「
た
ま
ゆ
ら
」
読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
の
活
動
に
対
し
て
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。お

よ
そ
３
年
間
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
も
、
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
見
せ
始
め
、
今
年
も
美
し
い
桜
の
花
の
も
と
、
宮
崎

か
ら
約
２
７
０
名
も
の
若
者
達
を
自
衛
隊
に
迎
え
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
う
え
な
く
喜
ば
し
い
気
持
ち
で
す
。
志
高
き
若

者
達
に
素
晴
ら
し
い
未
来
が
拓
か
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

し
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
周
辺
情
勢
は
予
断
を
許
さ
ず
、
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
を
開
始
し
て
既
に
一
年
が
経
過
す
る

も
、
こ
の
戦
い
の
終
焉
は
未
だ
見
出
す
こ
と
が
困
難
で
す
。

北
朝
鮮
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
を
繰
り
返
し
、
中
国
は

東
シ
ナ
海
か
ら
太
平
洋
へ
と
軍
事
活
動
の
領
域
を
拡
大
す
る

こ
と
で
周
辺
国
へ
の
影
響
力
を
益
々
強
め
、
さ
ら
に
緊
張
を

高
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
は
毎
年
の
よ
う
に
大

規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
加
え
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と

い
っ
た
極
め
て
過
酷
な
災
害
の
生
起
が
予
期
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
で
自
衛
隊
は
国
民
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
、
そ
の
実
力
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
自
衛

隊
に
お
い
て
必
須
で
あ
る
人
材
の
確
保
を
主
な
任
務
の
一
つ

と
し
て
お
り
、
国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
に
鑑
み
れ
ば
、
任
務

の
重
要
性
に
一
層
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。
昨
今
は
人
口
減

少
と
い
っ
た
手
強
い
障
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、

逆
境
こ
そ
我
々
部
員
一
同
の
実
力
発
揮
の
好
機
と
捉
え
、
任

務
達
成
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
か
ら
の
日
頃
の
ご
理
解
ご
協
力
に
お
応
え

す
べ
く
、
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
は
逞
し
く
頼
も
し
く

皆
様
の
そ
ば
に
在
り
続
け
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

https://www.mod.go.jp/pco/miyazaki/
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【国家を守る公務員】自衛官募集中!!

【第９代目石原本部長離任式】

部員一同記念撮影（本部庁舎玄関前）

本部長離任の挨拶（本部庁舎３Ｆ会議室）

見送り行事（本部庁舎玄関前） 万歳三唱（横山准尉）

【第１０代目黒子本部長着任式】【東九州自動車道開通式】（日南北郷ＩＣ～清武南ＩＣ）

【入校・入隊激励会】【えびの駐屯地創立４２周年記念行事】（予備自衛官）

【令和４年度宮崎地方協力本部長感謝状贈呈式】

部員一同記念撮影（本部庁舎玄関前）

本部長着任の挨拶（本部庁舎３Ｆ会議室） 管理班長による施設説明（本部庁舎屋上）
テープカット式（セレモニー会場）

自衛隊車両パレード参加
（第４３普通科連隊・高畑山分屯地）

激励会記念撮影（延岡市）

激励会記念撮影（えびの市）

激励会記念撮影（日南市）

激励会記念撮影（串間市）

激励会記念撮影（小林市）

激励会記念撮影（日向市）

令和４年２月１６日
（木）～３月２０日（月
）の間、県内各地におい
て令和４年度入校・入隊
激励会が実施されました。
新田原基地司令・高畑山
分屯地司令・えびの駐屯
地司令を始め市町村長、
各協力団体の方々からた
くさんのお祝いのお言葉
を頂きました。

令和５年３月２５日（土）
東九州自動車道開通式典に参
加しました。陸上自衛隊第４
３普通科連隊（第３中隊）の
偵察オートバイ３両、航空自
衛隊高畑山分屯地の軽装甲機
動車（ＬＡＶ）１両の支援を
受け開通パレードを行いまし
た。今回開通した東九州自動
車道は、日南北郷ＩＣ～清武
南ＩＣ（約１８㎞）の区間で
あり、南海トラフ大地震の際
にＲ２２０号線は海に面して
おり機能しないことが予想さ
れており、自衛隊にとって災
害派遣部隊（ファーストフォ
ース）の速やかな派遣に繋げ
られ、効果的な任務遂行が期
待されています。

【
一
般
功
労

個
人
】

米
良

充
典

（
宮
崎
県
防
衛
協
会
副
会
長
）

岩
切

孝
二

（
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
Ｏ
Ｂ
会

代
表
世
話
人
）

木
村

隆
次

（
北
浦
町
自
衛
隊
家
族
会
会
長
）

江
川

昌
義

（
日
向
広
域
自
衛
艦
艇
協
力
会
会
長
）

安
岡

秀
記

（
日
向
市
自
衛
隊
家
族
会
会
長
）

長
友

智
恵
子

（
都
農
町
自
衛
隊
家
族
会
会
員
）

伊
東

修
一

（
高
岡
町
自
衛
隊
家
族
会
会
長
）

中
嶋

須
智
子

（
宮
崎
県
防
衛
協
会
女
性
部
会
高
原
支

部
長
）

【
募
集
功
労

個
人
】

鬼
塚

新
一

（
自
衛
官
募
集
相
談
員
）

岡
田

伸
幸

（
高
鍋
農
業
高
校

教
論
）

木
下

輝
彦

（
国
富
町
役
場
総
務
課
長
補
佐
兼
ね
て

危
機
管
理
係
長
）

園
田

徳
二

（
都
城
市
総
務
部
危
機
管
理
課
防
災
専

門
委
員
）

松
田

正
隆

（
自
衛
官
募
集
相
談
員
）

【
募
集
功
労

団
体
】

宮
崎
県
立
延
岡
商
業
高
等
学
校

宮
崎
県
立
富
島
高
等
学
校

宮
崎
県
立
佐
土
原
高
等
学
校

宮
崎
県
立
都
城
商
業
高
等
学
校

【
就
職
援
護
功
労

団
体
】

宮
崎
綜
合
警
備
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｐ
Ｋ

プ
ラ
イ
ム
デ
リ
カ
株
式
会
社
宮
崎
工
場

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
テ
ッ
ク

株
式
会
社
エ
コ
ロ

一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
農
協
会
館

【
予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労
】

え
び
の
電
子
工
業
株
式
会
社

串
間
紙
器
工
業
株
式
会
社

令和５年２月１日（水）に宮崎地方
協力本部長（第１０代１等空佐 黒子
一也）が着任しました。前職は航空自
衛隊新田原基地第５航空団副司令で勤
務しており引き続き宮崎での勤務とな
りました。要望事項「将来を考える」
「人を大切にする」「知恵を活かす」
等を掲げており、私達を取囲む状況は
大変厳しく、業務も困難を伴うものと
理解しています。みんなで将来を考え
、人を大切にし、知恵を活かして、道
を切り拓いていきましょう。と着任の
挨拶を頂きました。

令和５年１月３１日（火）宮崎地方協力本
部長（第９代１等空佐 石原 信也）の離任
式を実施しました。要望事項「笑顔・挨拶・
コミュニケーション」等を掲げ２年４か月勤
務して頂きました。宮崎自衛隊家族会と協定
書調印式を始め、地域及び各協力団体と自衛
隊募集の為に貢献されました。次の勤務地は
航空自衛隊横田基地作戦情報処理群司令に上
番され、ご活躍を祈念いたします。本部を始
め、各事務所等本当にお世話になりました。
ありがとうございました。

令和５年４月２０日（木）～４
月２４日（月）の間、第１次えび
の予備自衛官５日間招集訓練が実
施されました。
本訓練に参加した４１名は、え

びの駐屯地創立４２周年記念行事
に参加させていただき、予備自衛
官が本行事に令和元年以来４年ぶ
りの参加であり、大半の方々が初
の経験となりました。２２日（土
）の式典では観閲部隊として、２
３日（日）には市中パレードに参
加し内外に予備自衛官の威容を誇
示していました。
本訓練は、普段の招集訓練と異

なり貴重な経験が出来たとの声が
聞かれ有意義な招集訓練になりま
した。

観閲行進（駐屯地グランド）

観閲行進（飯野地区）
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【国家を守る公務員】自衛官募集中!!

着隊（校）業務 旅立ち

航空学生
（航空自衛隊防府北基地） 自衛官候補生

（航空自衛隊防府南基地）

自衛官候補生
（航空自衛隊防府南基地）

自衛官候補生
（海上自衛隊佐世保教育隊）

一般曹候補生
（海上自衛隊佐世保教育隊） 高等工科学校（神奈川県横須賀市）

自衛官候補生
（陸上自衛隊久留米駐屯地）

一般曹候補生
（陸上自衛隊えびの駐屯地）

Photo Gallery

新年度初参拝（宮崎八幡宮）

記念撮影（宮崎八幡宮正面） 本部長・各課長参拝（宮崎八幡宮境内）本部長出迎え

オリックス・バファローズ優勝パレード（宮崎市高千穂通り）

優勝歓迎セレモニー（高千穂通り駅前） 優勝歓迎パレード（第４３普通科連隊から車両支援）

体験搭乗（えびの駐屯地・新田原基地）

機内撮影（CH-47）

記念撮影（CH-47）

記念撮影（CH-47）搭乗説明（新田原基地） 搭乗する参加者（CH-47）

搭乗前の説明（CH-47）

いつかのための、いつもの備えinイオンモール宮崎 防衛セミナー（新富町文化会館）

記念撮影（イオンモール宮崎駐車場） 記念撮影（自衛隊車両中） 地本ブース（新田原所） 各基地・駐屯地の代表者のスピーチ
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【
転
入
者
】

【人事異動】

【延岡花物語・このはなウォーク】（五ヶ瀬河川敷両岸） 【第９回まつり宮崎】（宮崎市高千穂通り）

【宮崎みなと祭り２０２３】（宮崎市宮崎港）

【
転
出
者
】

【TOPIX】

横
田
基
地
作
戦
情
報
処
理
群
司
令
（
横
田
）

一
等
空
佐

石
原

信
也

（
本
部
長
）

令
和
五
年
二
月
一
日
付

鹿
屋
航
空
基
地
（
鹿
屋
）

三
等
海
曹

宮
内

明
日
香

（
小
林
地
域
事
務
所

広
報
官
）

令
和
五
年
三
月
一
日
付

西
部
方
面
総
監
部
監
察
官
付
（
健
軍
）

二
等
陸
佐

濱
崎

幸
一

（
募
集
課
長
）

大
村
航
空
基
地
隊
（
大
村
）

一
等
海
尉

菊
池

貢
幸

（
日
南
地
域
事
務
所
長
）

第
五
航
空
団
（
新
田
原
）

一
等
空
曹

人
見

清
雅

（
宮
崎
募
集
案
内
所

広
報
官
）

都
城
駐
屯
地
業
務
隊
（
都
城
）

二
等
陸
曹

岡
本

千
加

（
募
集
課

広
報
係
）

第
八
後
方
支
援
連
隊
第
二
整
備
大
隊

第
三
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
（
都
城
）

二
等
陸
曹

河
野

智
美

（
日
向
地
域
事
務
所

広
報
官
）

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
三
〇
八
普
通
科

直
接
支
援
中
隊
（
え
び
の
）

二
等
陸
曹

南
園

剛
志

（
募
集
課

広
報
係
）

令
和
五
年
三
月
十
三
日
付

都
城
駐
屯
地
業
務
隊
（
都
城
）

事
務
官

長
里

洋

（
援
護
課
予
備
自
班
長
）

陸
上
幕
僚
監
部
監
理
部
（
市
ヶ
谷
）

事
務
官

知
福

淳
一

（
援
護
課
長
）

善
通
寺
駐
屯
地
業
務
隊
（
善
通
寺
）

事
務
官

馬
場

龍
児

（
総
務
班
長
）

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
（
愛
媛
）

事
務
官

池
上

智
志

（
総
務
課

渉
外
国
民
保
護
）

陸
上
幕
僚
監
部
指
揮
通
信
シ
ス
テ
ム
情
報
部

（
市
ヶ
谷
）

事
務
官

山
口

仁
望

（
募
集
課

審
査
専
門
官
）

西
部
方
面
総
監
部
情
報
部
（
健
軍
）

事
務
官

原
田

苑
子

（
総
務
課

文
書
係
）

令
和
五
年
四
月
一
日
付

募
集
課
長

二
等
陸
佐

黒
木

伸
浩

（
西
部
方
面
指
揮
所
訓
練
支
援
隊

健
軍
）

募
集
課

広
報
班
長

三
等
海
佐

宮
川

康
博

（
第
二
十
二
航
空
隊

大
村
）

小
林
地
域
事
務
所
長

二
等
陸
尉

渡
邊

寿
光

（
第
十
九
普
通
科
連
隊

福
岡
）

日
南
地
域
事
務
所

広
報
官

一
等
陸
曹

鳴
海

美
佳
子

（
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
西
部
方
面
輸
送
隊

健
軍
）

宮
崎
募
集
案
内
所

広
報
官

二
等
空
曹

湊

裕
子

（
第
五
航
空
団

新
田
原
）

都
城
地
域
事
務
所

広
報
官

二
等
陸
曹

岩
永

大
嗣

（
第
四
十
三
普
通
科
連
隊

都
城
）

募
集
課

二
等
陸
曹

横
山

耕
心

（
第
一
一
三
教
育
大
隊

国
分
）

令
和
五
年
三
月
十
三
日
付

援
護
課
長

事
務
官

仮
屋

裕
之

（
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

熊
本
）

援
護
課

予
備
自
班
長

事
務
官

後
藤

利
彦

（
西
部
方
面
総
監
部
人
事
部

健
軍
）

総
務
課

総
務
班
長

事
務
官

今
村

賢
史

（
九
州
補
給
処
装
備
計
画
部

目
達
原
）

総
務
課

渉
外
国
民
保
護

事
務
官

園
原

謙
一

（
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

別
府
）

援
護
課

予
備
自
人
事
係

事
務
官

牧
之
瀬

恭
彦

（
都
城
駐
屯
地
業
務
隊

都
城
）

募
集
課

審
査
専
門
官

事
務
官

藤
井

さ
お
り

（
独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者

労
務
管
理
機
構
横
須
賀
支
部

横
須
賀
）

募
集
課

広
報
係

事
務
官

福
嶋

亮
太

（
北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊

北
熊
本
）

援
護
課

予
備
自
会
計

事
務
官

益
田

晶
仁

（
新
規
採
用
）

総
務
課

文
書
係

事
務
官

東

英
佳

（
新
規
採
用
）

令
和
五
年
四
月
一
日
付

延
岡
出
張
所

広
報
官

二
等
海
曹

日
髙

弘
子

（
第
五
整
備
補
給
隊

那
覇
）

令
和
五
年
四
月
七
日
付

援
護
課

一
等
陸
曹

小
川

嘉
孝

（
第
四
十
三
普
通
科
連
隊
）

都
城
援
護
セ
ン
タ
ー

陸
曹
長

茂
田

浩

（
第
四
十
三
普
通
科
連
隊
）

え
び
の
援
護
セ
ン
タ
ー

一
等
陸
曹

渡
部

正
弘

（
西
部
方
面
特
科
連
隊
第
三
大
隊
）

【定年退官者紹介】 【臨時勤務者紹介】

小林地域事務所長
１等陸尉
後藤 謙二郎
令和５年１月１７日付

テープカット式（五ヶ瀬河川敷）

車両展示（五ヶ瀬河川敷周辺） 記念撮影（神輿支援）

ニニギノミコト・コノハナサクヤヒメ
と宮地本マスコットと記念撮影

地本ブース会場
（五ヶ瀬河川敷周辺）

地本ブース（支援部隊：ＢＭＯ・新田原基地広報）

制服試着コーナー（ＢＭＯと合同制服試着） 制服試着記念撮影 制服試着記念撮影

令和５年２月１８日（土）に
行われた、延岡花物語【このはな
ウォーク】に参加しました。新型
コロナウイルス感染症により３年
ぶりの五ヶ瀬河川敷の両岸で開催
され、２日間で約５万２千人が来
場しました。宮崎地本ブースでは、
第４３普通科連隊・第３７６施設
中隊の支援を頂き、車両展示や五
ヶ瀬川応急架設橋設置、制服試着
・ＶＲ体験・ガチャポンなど会場
を盛り上げました。

令和５年３月４日（土）に宮崎
市高千穂通りで、３年ぶりにまつ
り宮崎が開催され宮崎地方協力本
部も参加しました。佐世保総監部
移動採用広報班（ＢＭＯ）・新田
原基地広報に支援を頂き、ＢＭＯ
は制服試着と募集ブース、新田原
基地広報はパイロットのヘルメッ
トを着け記念撮影と車両展示（軽
装甲機動車・ＬＡＶ）等を行い盛
大に開催されました。

【国家を守る公務員】自衛官募集中!!

宮崎地方協力本部ホームページ・宮崎
J隊FAN★CLUBを紹介してます！

たくさんのフォロー・いいね！よろしくお願い
します！

令和５年５月５日（金）に宮崎
港において、宮崎みなとまつり実
行委員会の主催する宮崎みなとま
つり２０２３が開催されました。
多くの企業が出展し、キッチンカ
ーの飲食店も立ち並び沢山の来場
者で賑わっていました。
宮崎地本は広報ブースを設置し、

災害派遣パネルの掲示及びDVD放
映、車両展示（小型トラック）、
ＶＲ体験等を実施しました。広報
ブースにも沢山のご家族の方が訪
れ自衛隊に興味を持って貰い募集
に繋がるいい機会になりました。

地本ブース（宮崎港）

災害派遣パネル展示 装備品展示（記念撮影）


